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令和３年度「全国労働衛生週間」を 10月に実施 

～「SafeworK向上宣言」の促進などに取り組みます～ 

 

宮城労働局（局長 毛利 正）は、10月 1日から７日までの期間中、令和３年度（第72回）

「全国労働衛生週間」を実施します。なお、９月１日から30日までを準備期間とします。 

本週間は、労働者の健康管理や職場環境の改善など、労働衛生に関する国民の意識を高め

るとともに、職場での自主的な活動を促して労働者の健康を確保することなどを目的に昭和

25年から毎年実施しており、今年で72回目になります。 

今回のスローガンは、「向き合おう！こころとからだの 健康管理」 

副スローガンは、「うつらぬうつさぬルールとともに みんなで守る健康職場」です。 

 

また、準備期間の９月は、併せて「職場の健康診断実施強化月間」として、労働安全衛生

法に基づく健康診断の実施や健康診断結果についての医師の意見聴取及びその意見を勘案し

た就業上の措置の実施等について、改めて徹底するための集中的・重点的な指導を行うこと

としています。 

期間中の当局の実施事項等は、別紙のとおりです。 
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別紙 

【宮城労働局の実施事項】 

別添「令和３年度全国労働衛生週間実施要項」に定める事項に併せ、特に、以下を重点事

項としています。 

① 「SafeworK向上宣言」登録などの促進 

昨年５月に、「建設工事関係者ゼロ災推進連絡会

議」での協議を踏まえて建設業を対象に開始した

「SafeworK向上宣言」は、今年７月１日から、関係

災害防止団体等※１と共に対象を全業種拡大して実施

しており、事業主等に対してこの宣言及び登録など

を働きかけます。 

※１ 中央労働災害防止協会東北安全衛生サービスセンター、建設業労働災害防止協会宮城県支部、陸上貨

物運送事業労働災害防止協会宮城県支部、港湾貨物運送労働災害防止協会宮城県支部、林業・木材製

造業労働災害防止協会宮城県支部、公益社団法人宮城労働基準協会 

 

宮城労働局ホームページ 

https://jsite.mhlw.go.jp/miyagi-roudoukyoku/news20200601safeworkkojo-0saimiyagi.html 

 

② 健康診断及び事後措置の実施のための集中的・重点的指導の実施 

一般健康診断実施結果の有所見率は増

加傾向にあり、９月の「職場の健康診断

実施強化月間」においては、労働安全衛

生法に基づく健康診断の実施、健康診断

結果についての医師の意見聴取及びその

意見を勘案した就業上の措置の実施等に

ついて徹底するため、各労働基準監督署

において、集中的・重点的な指導を行い

ます。 

 

③ 職場における新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止 

県内の労働基準監督署が報告を受けた新型コロナウイルス感染症による休業４日以上の

死傷者数は、昨年以降、今年７月末まで214名となり、令和３年分では１月以降171名

（全死傷者数の11.2％）となっています。 

このため、労働基準部健康安全課に設置した相談コーナー及び各労働基準監督署におい

て、事業場における感染防止対策の取組状況の確認・指導を行います。 
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宮城労働局ホームページ 

https://jsite.mhlw.go.jp/miyagi-roudoukyoku/2/226/20210225covid19-syokuba-kansenbousi.html 

 

④ 労働災害の予防的観点からの高年齢労働者に対する健康づくりの推進等 

高年齢労働者が安全に働き続けることができるよう、「高年齢労働者の安全と健康確保

のためのガイドライン（エイジフレンドリーガイドライン）」に基づく職場環境の改善

等、また、中小企業を支援するためのエイジフレンドリー補助金の活用を促進します。 

 

⑤ 「STOP！熱中症クールワークキャンペーン」の実施 

 キャンペーン期間は、５月から９月までとな

っています。 

県内の過去５年間の熱中症による休業４日以

上の労働災害の発生状況をみると、７月と８月

に集中していますが、平成30年と昨年は９月

に死亡災害が発生していることから、８月以降

においても周知啓発を継続します。 

宮城労働局ホームページ 

https://jsite.mhlw.go.jp/miyagi-roudoukyoku/3/20210518coolworkcampaign.html 

 

⑥ 安全衛生管理優良事業場の表彰 

 無災害事業場などの表彰等対象事業場を表彰します。 

 

⑦ メンタルヘルス対策の推進等に関する集団指導の実施 

 今後、「メンタルヘルス対策」及び「金属アーク溶接等作業における健康障害防止対

策」、「電離放射線障害防止対策」など労働衛生に関する事業場向け説明会等を各労働基

準監督署と共に開催する予定としています。 

 

 

【添付資料】 

資料１ リーフレット「第72回全国労働衛生週間」 

資料２ リーフレット「９月は『職場の健康診断強化月間』です」 

資料３ リーフレット「働く高齢者の特性に配慮したエイジフレンドリーな職場づくりを

進めましょう」 
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